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指導改善のポイント 

【中学校３年生 理科】 

全体的な傾向の分析・考察＜２年生の内容の正答率のグラフ＞ 
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 各領域で平均正答率が目標値を上回り，領域別では「動物の生活と生物の変遷」が最も高い正答率である。(70.9%) 

学習内容がよく定着しているものと考えられる。しかし，4(3)の記述問題では無回答が17.3％と高く，選択式の問

題には対応できるが，記述問題へ対応できていないことが浮き彫りとなった。自分の考えを，科学的根拠を基に表

現する力の育成が，今後の課題である。 

 「電流とその利用」の領域では，全体的に正答率が低い。特に，9(3)では目標値を8.9ポイントも下回っている。

コイルに生じる動力が，身近にあるどのような装置に使われているのかを問う問題であり，学んだ知識と日常生活

の中での利用が結びついていない現状がある。 

 さらに，「気象とその変化」の領域は，同じ 2 分野の「動物の生活と生物の変遷」と比較すると，正答率の落ち

込みが大きい。特に，12(1)の測定結果を基にデータを天気図記号で表す問題（24.8％）や温暖前線通過に伴う天気

の変化(47.2%)，天気図の気圧配置から季節を判断する問題(47.6%)などの落ち込みが目立った。 

「化学変化と物質の質量」に関する設問では、目標値は上回ったものの、他の設問に比べて誤答率が高い上に、

解答が割れており，生徒の混乱がうかがえる。化学変化を原子の組み替えとしてイメージさせるために、実際に化

学変化をモデルで表す実習を丁寧に行う必要がある。 

 

 

＜事例１＞ 

１ 問題と解答状況 

設問番号 領域 出題のねらい 

１２ （１） 気象とその変化 
雲量から天気を判断し，天気，風向，風力を天気図記号で表すことがで

きる。 

問題  図１（天気図）の地点 Pでは，空全体の 2割が雲でおおわれ，風向計を上から見ると図２のようになっ

ており，風力は２でした。地点Pの天気，風向，風力を天気図記号で表しなさい。 

正答（正答率24.8％） 誤答（誤答率 64.6％，無解答率10.6％） 

 

 

天気…雲量から天気を判断できない。天気の記号が分からない。   

風向…吹いていく方向だと思っている。16方位が分からない。 

風力…矢羽の書き方が分からない。羽の書き方が左右逆。 
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２ 指導改善に向けて 

 今回の調査で最も正答率が低かった設問である。正答を書くためには，天気，風向，風力，そして風力計の特

徴を理解していなければならない。特に風力計は，実際に測定で活用する機会が少なく，生徒たちに定着してい

ないものと思われる。また，風向は「吹いてくる方向」のことを指すが，「吹いていく方向」と間違う生徒が非

常に多い。「北風」は「北から吹いてくる風」であることなどを例に，風向とは「吹いてくる方向」であること

を理解させたい。また，天気図記号の書き方を知識として理解するだけでなく，気象観測を通して，実用的に使

うことができるようにすることが必要である。 

 

３ 改善事例 

 「気象とその変化（気象の観測）」 

１ 指導のねらい 

 天気図記号の書き方を理解し，天気図記号を書くことができるようになる。 

２ 具体例（活動や指導） 

  ① 天気と雲量の関係を学習する。 

  ② 風向風力計を示し，風向と風力の測定の仕方について学習する。 

  ③ 天気図記号の書き方を学習する。 

④ 気象通報（NHKラジオ第２放送で１日３回放送中）を聞き，内容をメモする。 

 （気象通報は早く，聴き取りが難しいので，別紙に記録させたり，録音したものを複数回聞かせたりする

などの工夫が必要である。） 

  ⑤ 学習した内容を活用して，ラジオ用天気図用紙に天気図記号を書き込む。 

＜事例２＞ 

１ 問題と解答状況 

設問番号 領域 出題のねらい 

9 (3) 電流とその利用 電流が磁界から受ける力を利用した器具を指摘できる 

問題  私たちの身のまわりでは，図１のような装置の原理を応用したものが利用されています。その例として

正しいものを，次の１～４から1つ選んで，その記号を書きなさい。 

１ マイク  ２ 発電機  ３ モーター  ４ 懐中電灯 

正答（正答率61.1％） 誤答（誤答率37.7％，無解答率1.1％） 

 ３ １ マイク（4.6％） ２ 発電機（27.2％） ４懐中電灯（5.9％） 

 

２ 指導改善に向けて 

 この設問は，正答率が目標値に8.9ポイント及ばず，最も落ち込みが大きかった設問である。コイルと磁石の

装置は，様々な電気器具に利用さている。しかし，この装置で起こっていることが日常生活のどんな場面で活用

されているのかに結びついていない現状がある。また，電気器具は家の中にあふれており，電流が様々な用途の

ために姿を変えて使われている。身の回りの製品が，電流のどのような性質を利用したものかを確認し，日常生

活で用いる電気器具と教科書の中の実験を結び付けていくことが必要である。また，コイルと磁石を使用してい

る「発電機」と「モーター」は，取り違えやすい。簡易装置をつくったり，内部の構造を確認したりするなどし

て，きちんと区別できるようにする。 

３ 改善事例 

 「電流とその利用（電流と磁界）」 

１ 指導のねらい 

 電流が磁界からうける力を利用した器具を指摘できる。 

２ 具体例（活動や指導） 

  ① 身の回りにある電気製品をあげる。（ドライヤー・扇風機・蛍光灯・テレビなど） 

  ② 名前のあがった電気製品は，電流を熱，光，音，動力の何として利用したものかを考える。 

③ 電流から動力が生まれるしくみを学ぶ。 

④ クリップを用いた簡易モーターをつくり，回転させる。 

  ⑤ モーターが使われている電気製品について考える。 

  ⑥ 発電機とモーターの違いを確認する。 
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＜事例３＞ 

１ 問題と解答状況 

設問番号 領域 出題のねらい 

3 (1) 化学変化と原子分子 化学変化の前後で，原子の数や質量が変化しないことが分かる。 

問題  この実験で起こった化学変化の前後で，銅原子の数と質量は，どうなっていますか。 

   正しい組み合わせを次の１～４から1つ選んで，その番号を書きなさい。   

１ 銅原子の数が増え，質量が大きくなった。   ２ 銅原子の数が増え，質量は変わらない。 

   ３ 銅原子の数は変わらず，質量は大きくなった。  ４ 銅原子の数は変わらず，質量も変わらない。 

正答（正答率34.1％） 誤答（誤答率64.9％，無解答率0.0％） 

４     １ 17.8%    ２ 13.9％    ３ 33.2％ 

 

２ 指導改善に向けて 

 実験で起こる化学変化を原子レベルで微視的に考えることができるようになると，おのずと正答につながるは

ずである。また，世の中の全ての物質は原子からできており，その組み合わせ方で様々な物質となることを理解

させる。また，誤答で最も多かったのが３であることから，銅原子の数が変わらないということは理解できてい

ても，その原子固有の質量まで考えが及んでいないと思われる。原子には固有の質量があり，組み替えても数の

総量が変わらなければ合計質量も変化しないという考え方を，実習を通して確実に定着させたい。 

 

３ 改善事例 

 「化学変化と原子分子（化学変化を原子と分子のモデルで表す）」 

１ 指導のねらい 

 様々な化学変化を原子や分子のモデルで表し，化学変化の前後で原子の種類や数，質量に変化がないことを 

説明できるようにする。 

２ 具体例（活動や指導） 

 ① 2~3人のグループに，小さなマグネットボードと原子に見立てたマグネットを数種類用意する。 

 ② 各グループに異なる化学反応式をお題として与え，話し合いをして化学変化をモデル図で表す。 

 ③ 反応前と反応後の原子の数を数える → 同じになっていることを確認する。 

 ④ 全ての班のモデル図を共有し，化学変化の前後で原子の種類は変わらないことを確認する。 

 ⑤ 化学変化の前後で質量はどうなるかを考えて話し合う。（個人 → グループ → 学級） 

 ⑥ 化学変化の前後では，原子の総量が変わらないので，質量も変わらないことを学ぶ。 

 


